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【胸腔ドレーンの大気への開放】 
事例【胸腔ドレーン水封部の滅菌蒸留水入れ忘れ】 
看護師によりドレーンバッグを交換した際、水封に滅菌蒸留水を
注入し忘れた。患者家族より「青い水が入っていないがいいの
か」と指摘され、入れ忘れに気づいた。呼吸状態の悪化やX線上
の変化はなかった。 

医療機能評価機構 
医療安全情報N0.133で
も注意喚起されています 



インシデント報告に基づいた情報共有です 
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医療安全管理室作成 

【バッグを交換したら正常に作動しているか 
確認して、観察項目に記録しよう】 

排液ボトル 
胸水や血液、膿な
ど胸腔から排出さ
れた液体がここに
貯まる。 

水封室 
ここに滅菌蒸留水を入れ
ることで胸腔内が外界と
遮断される。 
上部には陽圧逃がし弁
があり、過剰な陽圧を外
へ逃がし、胸腔内圧の異
常な上昇を防ぐ。 
また、中央の逆流防止弁
が過剰な陰圧を緩和する。 

吸引圧制御ボトル 
ここに入れる滅菌蒸留水の量
で吸引圧を調節する。吸引圧が 
強くなりすぎると空気導入口か
ら空気が入り、調整される。 
そしてそれが気泡(ポコポコ）と
して確認できるようになっている。 
なお、滅菌蒸留水は黄色に着
色される。 
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当院においては、約3年間（2015年1月1日～2017年12月15日）

に7件報告されています。 

過去に報告のあった7件はすべて、吸引圧制御ボトルの水は
注入していたが、水封部への注入を忘れています 

2か所に滅菌蒸留水を注入する必要があります！！ 

バッグを交換したら、オーバービューの
観察項目に記録をする 

（チェックリストの役割にもなります） 
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